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昭
和
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
い
ま
さ
ら
戦
争
の
こ
と
を
と
い
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

忘
れ
よ
う
と
思
う
け
れ
ど
も
、
年
を
取
る
に
従
っ
て
青
春
時
代

の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。
当
時
は
血
沸
き
肉
踊
る
時
代
、
光
陰
矢

の
如
し
と
も
う
し
ま
す
が
、
月
日
の
立
つ
の
は
早
い
も
の
で
戦
後

す
で
に
四
十
余
年
、
戦
場
の
思
い
出
は
遠
ざ
か
り
、
脳
裏
か
ら
消

え
去
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
遠
い
昔
の

戦
場
を
偲
ぶ
思
い
が
増
し
て
参
り
ま
す
。

思
え
ば
四
年
有
余
の
中
国
戦
線
。

昭
和
十
七
年
四
月
十
五
日
、
第
一
補
充
兵
と
し
て
第
一
四
四
連

隊
（
高
知
）
に
応
召
、
第
一
機
関
銃
中
隊
で
教
育
を
受
け
、
七
月

十
九
日
第
二
三
六
連
隊
要
員
と
し
て
坂
出
港
を
出
発
、
大
陸
に
渡

り
、
第
三
機
関
銃
中
隊
に
編
入
、
湖
北
省
蒲
圻
県
羊
楼
洞
着
。
十

月
一
日
ま
で
同
地
区
の
警
備
と
と
も
に
、
再
度
実
戦
教
育
を
受
け

る
。内
地
に
帰
る
見
込
み
は
な
い
と
思
い
、
十
八
年
五
月
十
日
、
支

那
派
遣
軍
南
京
下
士
官
候
補
隊
教
育
学
校
に
入
隊
、
十
月
十
日
同

隊
卒
業
、
原
隊
復
帰
、
第
二
機
関
銃
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
湖
北
省

監
湖
県
長
安
鎮
つ
き
、
清
水
源
作
戦
に
参
加
。

十
一
月
十
一
日
よ
り
十
二
月
二
十
四
日
、
常
徳
殱
滅
作
戦
に
参

加
、
湖
北
省
監
利
県
監
利
付
近
の
警
備
。

三
月
十
八
日
に
行
李
弾
薬
班
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
こ
の
中
隊
に

は
い
る
。

四
月
二
十
九
日
よ
り
八
月
八
日
、
第
一
期
湘
桂
作
戦
。

八
月
よ
り
十
二
月
二
十
三
日
、
第
二
期
湘
桂
作
戦
。
南
部
粤
漢

打
通
作
戦

三
月
十
七
日
、
広
東
西
南
地
区
並
び
に
三
南
作
戦
。

七
月
六
日
、
南
昌
に
向
か
う
機
動
作
戦
に
参
加
、
蕪
湖
に
到
着
。

二
十
一
年
五
月
十
九
日
、
停
戦
に
よ
り
山
口
県
仙
崎
港
に
帰

港
。
現
役
除
隊
。

二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
、
懐
か
し
き
わ
が
家
に
足
を
い
れ

る
。

中
国
戦
線
に
あ
っ
て
、
最
も
な
つ
か
し
い
の
は
、
や
は
り
行
李



弾
薬
班
中
隊
で
、
な
か
で
も
警
戒
小
隊
の
皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
六
日
の
夕
方
、
小
柴
部
隊
は
一
年
近
く

警
備
し
た
長
安
の
町
を
あ
と
に
し
た
。
湘
南
省
北
部
の
長
安
は
、

連
日
の
雨
で
、
こ
の
地
方
特
有
の
赤
土
道
路
は
黄
色
の
ぬ
か
る
み

だ
。
そ
の
悪
路
を
小
柴
部
隊
の
諸
隊
が
間
断
な
く
進
む
。
渡
辺
少

尉
が
兵
舎
の
広
場
に
整
列
し
た
隊
員
に
行
動
間
の
訓
示
を
伝
達
。

や
が
て
長
安
の
夕
暮
れ
が
せ
ま
る
こ
ろ
行
李
弾
薬
班
中
隊
も
連

隊
本
部
直
轄
諸
隊
に
続
行
し
て
前
進
を
開
始
し
、
分
隊
は
尖
兵
で

前
進
し
た
。
洞
庭
湖
周
辺
は
四
月
に
は
い
る
と
ち
ょ
う
ど
日
本
の

梅
雨
の
よ
う
な
雨
期
に
は
い
り
、
朝
か
ら
の
曇
り
空
や
が
て
雨
と

な
っ
た
。
長
安
か
ら
雲
渓
に
通
ず
る
軍
公
路
を
部
隊
は
た
だ
も
く

も
く
と
進
む
。
夜
半
こ
ろ
よ
り
雨
は
は
げ
し
く
降
り
、
雷
も
加
わ

り
、
雷
鳴
電
光
の
も
と
行
軍
は
難
行
し
た
。

夜
が
明
け
て
雲
渓
に
近
い
粤
漢
鉄
道
の
線
路
に
進
出
、
み
あ
わ

す
兵
の
顔
も
軍
衣
も
全
身
泥
ま
み
れ
、
ま
る
で
泥
人
形
の
よ
う
な

姿
で
、
昨
夜
の
難
行
軍
を
物
語
っ
て
い
た
。
部
隊
は
城
陵
磯
で
揚

子
江
を
渡
河
し
て
、
さ
ら
に
行
軍
を
つ
づ
け
、
五
月
三
日
払
暁
、

集
結
地
・
調
弦
口
李
家
台
に
到
着
し
た
。

先
発
の
岡
本
晴
助
小
隊
長
の
待
つ
宿
舎
に
や
っ
と
つ
い
た
。
鯨

師
団
は
、
こ
の
焦
山
河
周
辺
に
集
結
し
て
約
一
か
月
間
、
次
期
作

戦
の
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
警
戒
小
隊
に
お
い
て
も
連
日
戦
闘
演
習
を
実
施
し
、

そ
の
あ
い
間
に
各
輸
送
の
警
護
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
が
、
警
戒

小
隊
で
は
李
家
台
到
着
早
々
火
災
を
起
こ
し
、
各
隊
の
応
援
を
え

て
夜
ど
お
し
の
消
火
作
業
を
し
た
。

五
月
も
下
旬
に
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
集
結
地
を
出
発
す
る
こ
と

と
な
り
、
五
月
二
十
六
日
、
私
の
分
隊
は
馬
返
納
の
た
め
部
隊
主

力
よ
り
一
日
早
く
李
家
台
を
出
発
。
そ
の
日
の
夕
方
、
師
団
輜
重

隊
の
あ
る
万
痩
に
到
着
、
本
吉
部
隊
本
部
に
返
納
し
、
最
後
の
集

結
地
・
石
首
南
側
地
区
に
向
か
う
。

こ
の
日
の
行
軍
は
敵
状
も
静
か
で
鼻
歌
ま
じ
り
の
ノ
ン
キ
な
も

の
で
あ
る
。
途
中
昼
食
の
大
休
止
に
は
軍
公
路
が
わ
の
民
家
に
は

い
り
、
鶏
、
野
菜
等
の
収
穫
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
し
た
食
事
で
あ

る
。食
事
後
ま
た
前
進
、
石
首
―
岳
州
の
線
か
ら
一
斉
に
進
撃
を
開

始
し
た
。
一
大
進
攻
作
戦
で
あ
る
。
夜
に
な
る
、
暗
闇
の
山
路
を

行
李
中
隊
は
秋
田
隊
に
続
行
、
分
隊
は
後
尾
警
戒
で
あ
る
。
突
然
、

前
方
で
銃
声
が
二
、
三
発
、
小
隊
の
主
力
は
尖
兵
で
進
ん
で
い
る
。



各
小
隊
は
行
軍
中
止
、
ど
こ
か
ら
撃
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
左
右

を
確
認
。
ま
た
弾
丸
が
飛
ん
で
く
る
が
敵
の
姿
は
見
え
な
い
。

左
側
の
山
の
な
か
ご
ろ
に
光
が
。
兵
が「
あ
そ
こ
だ
」

。
我
ら
も

撃
っ
て
み
た
も
の
の
闇
夜
に
鉄
砲
で
あ
る
。
銃
声
は
止
み
、
も
と

の
静
け
さ
に
も
ど
っ
た
。
厳
重
警
戒
配
置
を
と
り
、
休
止
し
て
い

る
と
、
ま
も
な
く
伝
令
に
よ
り
駄
馬
小
隊
長
・
坂
本
正
治
曹
長
戦

死
の
こ
と
を
知
る
。

そ
の
夜
の
宿
舎
、
塩
井
で
分
隊
長
よ
り
小
隊
長
と
な
り
、
警
戒

小
隊
を
離
れ
る
。
心
情
を
思
う
と
は
げ
し
い
感
動
が
こ
み
あ
げ
て

く
る
。
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
。

な
お
、
捨
石
と
な
ら
れ
た
多
く
の
戦
友
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

（
一
部
、
戦
友
・
本
多
優
氏
の
日
誌
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
）




